
Ⅰ．中途失明者の点字触読指導マニュアル
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指導を始める前に

、 。本書の指導マニュアルを使って指導を始める前に 前提となる事柄について以下に記します

必ず一読してから指導を始めてください。

１．対象者

本書の指導マニュアルは、中途失明者（一旦普通文字（墨字）を獲得した後に視覚障害と

なった者で、普通文字の使用が困難な者）を対象に作成したものです。

２．指導者の位置

。（ ） 、点字学習者と指導者は向き合って座ります 写真参照 正面から見ると学習者の指の向き

動きがよくわかるからです。当然のことですが、指導者は凸面を逆さまに読める能力が求めら

れます。

【学習者】 【指導者】

３．触読の指導方法

① 垂直水平運動による触読

第１段目が点（ ）か横棒（ ）か、この区別がつけば「点字は読める！」といっても過あ う

言ではありません。

、 。指をできるだけ立てて１段ずつ下におりて 点か棒かを確かめて形を捉えるようにします

一番下（３段目）までいったら、そのまま上に戻り、右に移動し、また、１段ずつ下に降り

て、次の文字の形をとらえるように指導します。

指導の実際：ＣＤ－ＲＯＭ【Ｖｉｄｅｏ１】参照



- 6 -

② 形をとらえる指導

点字は６つの点の組み合わせでできていますが、点の組み合わせを覚えさせる必要はあり

ません。覚えるのは、形と名前の結びつきです。形を捉える指導をします。

③ 隙間をとらえる指導

「点字は凸の点を触って読むもの」という意識を誰もが持っているますが、実は 「点と、

点の隙間」こそが大事であり、隙間を読むのが点の集合の認識の手がかりとなります 「ウ。

（ 」と「メ（ 」の間には隙間は感じませんが 「ア（ 」と「メ（ 」の間には隙う め あ め） ） 、 ） ）

間を感じます。学習者に点の位置を言っては練習になりません。この隙間の有無を手がかり

に、点の集合を認識するよう指導します。

④ 違いをとらえる指導

新しい文字の認識についても、一点一点、点が捉えられなくても、今まで出てきた文字と

の違いが分かればよいのです。違いを区別することで認識していけば良いという姿勢で指導

します。

⑤ 一文字一文字を確認しながら移動する指導

文字間の移動はとても重要です。一文字一文字の移動が確実にできていないと 「一文字空、

けなら読めるが、連続しているのは読めない」という読み方になってしまいます。一文字を

読める人が二文字、三文字の言葉が読めないということのないように、きちんとした指送り

。 。ができるように指導します この一文字分を右にスライドすることがなかなか難しいのです

指導者のすることは、この一文字分の移動について 「行き過ぎた、足りない、指が斜めに、

なっている」とフィードバックすることです。

⑥ 推測を働かせて読む指導

中途失明者は今までの生活の中で言葉を知っていますし、日本語の文章の経験も豊富です

ので、推測を働かせて、点字を半分は頭で読むつもりで取り組むことが大切です。

一文字を読むのに一点をおろそかにせず、一語を読むに一文字をおろそかにせず、という

読み方は労ばかり多い読み方です。触覚の鈍さを補う最大の武器は推測読みなのです。

晴眼者の読書も、一点一画、一文字一語を読んでいるのではありません。斜め読みという

。 。読み方さえあります そのことを思い出させ積極的に推測読みを取り入れるよう指導します

もちろん、一文字、一点をおろそかにしているわけではなく「読めた」という自信をつけ

たいからです。それが点字触読のモチベーションにつながり、次第に読速度が向上し、正確

さも身に付いてきます。初期指導では、大切なことだと思います。

４．読む指について

読める楽しみを覚えることが大切であると考えますので、まず、１本の指で読めること。

どの指で読むか、右人差指か、左人差指かという問題については、読み書きを同時に行う場

合が少なくないことや、右利きの人が多いこともあり、今まで書いていた書きを右手、読み

を左手で行うように指導する場合が多いです。ただし、左手指にマヒや、切断、裂傷などの

後遺症があれば、この限りではなく、読みが中心の生活であれば、左指に固執する必要もあ

りません。読みやすい指で読めば良いのではないでしょうか。
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５．点字を読む速さについて

、 。 、 （ ）点字を読む速さは 個人差があります はじめは 点字１ページ 墨字で３００字くらい

を小１時間かかって読めるスピード、これを30分以内、15分、10分、 5分と速く読めるよう

に練習をしていくわけです。中高年の中途失明者では半年から１年の訓練で、１ページ１０

分から５分を目標にすると良いでしょう。

また、垂直、水平運動による点字学習は、速読には向きません。指が目になって、点字

を読む力が向上したら、垂直、水平運動の読み方から、できるだけ垂直運動をしないように

心がけ、水平運動で読むようにすると良いでしょう。経験上、片面書き１頁８分あたりから

切りかえると５分を切って読めるようになります。

６．教材について

① 『１文字教材』と『２文字教材』

毎日、または週に何回か訓練を受けられるリハビリテーション施設と、盲学校やボランテ

ィアによる指導などでは、指導回数が異なります。週１回が当然であったり、隔週であった

りする場合もあるようですので、教材は、新出文字１頁１文字の『１文字教材』と、１頁２

文字の『２文字教材』の２種類を用意しました。

回数が取れないケースでは、２文字教材を使って全体の練習期間を短縮することを考えた

り、慣れないうちは１文字教材でゆっくり触れて、左右反対、上下回転などが出てくる半分

あたりから、２文字教材を利用して後半を急ぐとか、１文字教材は宿題にするとか、さまざ

まな利用を考えていくと良いでしょう。

② 各ステップの留意事項

・ステップと回数は必ずしも一致しません。１ステップを１回で進むか、２回で終わるか、４

回かけるか、また、教材１頁を全行練習するか、何行かとばすか等も、学習者に合わせて判

断します。

・触読練習は、指先の疲労により点がわからなくなったり、精神的にも疲労感が大きいので、

適宜休憩を入れるようにします。

・ 適宜休憩を入れる」ということと相反するようなことにもなりますが、点字に触れる時間「

を出来るだけ長くすることも重要です。少しずつ負荷の時間を長くして、指先が点を捉えら

れる時間を長くするよう心がけます。
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点字触読 内容一覧・記録表 氏名
【ステップ１】 実施年月日

触知覚評価 点字の概要説明、触り方について

行たどり（教材１） 行の説明、たどり方

行たどり（教材２） 分かち書きのある行たどり

点たどり（教材３） 点たどり、点の軌跡

め（ （教材４）め）

う（ （教材５）う）

れ（ （教材６）れ）

文字 ふ（ （教材７） 文字触読、８文字ふ）

に（ （教材８）に）

あ（ （教材９）あ）

い（ （教材10）い）

な（ （教材11）な）

【ステップ２】

うれめふあいにな

（ ） ８文字の復習、単語、文章読みうれめふあいにな

復習（教材12）

た（ （教材13）(13) との比較、真ん中の点が右にた に）

き（ （教材14） との比較、下段の点が右にき に）

す（ （教材15）(14) 右優先文字、上横棒（２点）を確認するす）

り（ （教材16） 上２段、右上欠けて不安定り）

【ステップ３】

さ（ （教材17）(15) との比較、下２点が右。 の区別さ に たきさ）

け（ （教材18） 右下の離れた点に注目け）

え（ （教材19）(16) と の結合、上２段で右下欠けるえ い う）

み みみ（ （教材20） 右上のない字）

【ステップ４】

は（ （教材21）(17) 上左点、下横棒は）

こ（ （教材22） 右から始まる最初の文字、隙間に注意こ）

ら（ （教材23）(18) 上２段、小さい斜め、 との混同注意ら い）

ち（ （教材24） 右向きの３角形、とりにくい形ち）

【ステップ５】

し（ （教材25）(19) 左から右へ、真ん中横棒、 や との混同注意し き さ）

く（ （教材26） 上横棒、下右点く）

つ（ （教材27）(20) 上横棒、右、左 「つ」の形は「 」つ つ）

お（ （教材28） 右からの小さい斜め アイウエオ完成お）

【ステップ６】

の（ （教材29）(21) 右から 「～の～」という文章が作れるようになるの）

ろ（ （教材30） 上２段、左上欠ける、 と混同注意ろ えりれろ）

か（ （教材31）(22) 左から右への大きい斜め、 と混同注意か な）

も（ （教材32） 左上欠けるも）

【ステップ７】

ま（ （教材33）(23) 左、右、横棒 や との混同注意ま た さ）

ん（ （教材34） 上段なし、下２段ん）

と（ （教材35）(24) 右から左への真ん中横棒、 と混同注意と の）

ぬ（ （教材36） 上段横棒、下段左下ぬ）
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【ステップ８】 実施年月日

せ（ （教材37）(25) 左下欠けるせ）

る（ （教材38） 上２段、左下欠ける との混同注意る えりるれろ）

ね（ （教材39）(26) 左全部の右上、 の逆向きね す）

へ（ （教材40） 右真ん中欠けるへ）

【ステップ９】

わ（ （教材41）(27) １点、 下がり。かなづかいの違いわ あ）

ひ（ （教材42） 左、左、横棒、真っ直ぐりて右ひ）

を お んわをを（ （教材43）(28) の下がり、上段の点のない）

そ（ （教材44） 左真ん中に右全部、 の逆そ ち）

【ステップ１０】

ゆ（ （教材45）(29) 右上、下段横棒ゆ）

て（ （教材46） 左下欠けるて）

よ（ （教材47）(30) 右、右、左。 との違いよ の）

む（ （教材48） 左真ん中欠けるむ）

【ステップ１１】

ほ（ （教材49）(31) 右、左、下横棒ほ）

や（ （教材50） 右、左下、右上の点を確実にや）

っ（ （教材51）(32) 左真ん中、小さいツ 促音っ）

ー（ （教材52） 中段の横棒、長音符ー）

【ステップ１２】

読み方 （教材53）(33) 清音だけの文章読み、句点の紹介
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【ステップ１】

ステップ１は盛りだくさんの内容になっています。

個々の説明を簡潔にして、できれば１回で終わるようにします。

１回で終わることによって 「難しい」と思っていた点字への挑戦の意欲、文字を読める、

喜びを味わえる内容でもあり、自信に繋がるステップでもあります。

１．評価

Point１ 最初に点を自由に触ってもらい、評価を行います。

１点（ ）と縦２点（ 、１点（ ）と縦３点（ 、１点（ ）と中抜け２点あ い あ に あ） ）

（ ） 、 （ ） （ ）（ ）、 （ ） （ ）、な あ う う れの違い １点 と横２点 横棒１段 横棒１段 と２段

横棒１段（ ）と３段（ 、横棒１段（ ）と中抜け２段（ ）の違いの弁別う め う ふ）

がどの程度にできるかを評価します。

区別ができたら 「点字は読めるようになります」と励まします。、

Point２ 各行の行末まで全て触らせる必要はありません。

Point３ 自由に触ってもらうと、大方は右指で触りますので、何行か触った後で、左人

差し指で触ってもらうように促します。

Point４ 指の動かし方もさまざまになりますが、指を少したてて、自分のお腹の方へ垂

直になるように、上から下に引いて判断するよう指示します。指先をぐるぐる廻し

たり、右や左に傾けて狭いところで触ったりしますが、指先の中央に点を入れるよ

うに指示します。

Point５ Point１の８パターンを触ったところで、点字の概要について話します。

内容：文字の歴史、点字の誕生、日本点字、点字がな、点字と墨字、読みと書き

（右手書き、左手読み、指先の状況等によって左右の読み指は選択する 、触知覚と）

触運動（点を捉え、位置を確認し名前をつける、一文字ずつ文字を追う）など。

Point６ 教材の８行目～９行目は、一つずつ点が増えてくる感じを、１０行目～１１行

目は、同じく一つずつ点が増えますが、文字が連続している時の捉えにくさを感

じてもらえるように作成してあります。文字が連続している場合は、一文字ずつ

追うことが大切であることを指導します。

、 、Point７ 教材の１２行目以降は必ずしも実施する必要はありませんが 触らせる場合には

違った感じの文字が出てくるまで「メ（ 」や「ニ（ 」がいくつ出てきたかにめ に） ）

注意させるようにします。

指導の実際：ＣＤ－ＲＯＭ【Ｖｉｄｅｏ２】参照
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＃１

１

てん・し めんせつ ｙほ：か

てん じ めんせつ ひょーか

あ い あ い あ い あ い あ い あ い1

１点と縦２点

あ に あ に あ に あ に あ に あ に2

１点と縦３点

あ な あ な あ な あ な あ な あ な3

Point１１点と中抜け２点

あ う あ う あ う あ う あ う あ う4

１点と横２点

う れ う れ う れ う れ う れ う れ5

横棒１段と２段

う め う め う め う め う め う め6

横棒１段と３段

う ふ う ふ う ふ う ふ う ふ う ふ7

横棒１段と中抜け２段

あ い に な あ い に な あ い に な8

う れ め ふ う れ め ふ う れ め ふ9

Point６

あいにな あいにな あいにな あいにな あいにな10

うれめふ うれめふ うれめふ うれめふ うれめふ11

めめめあめめめめあめめあめめめめめあめあめめめあめめめめあめめあ12

ににうにににうににににうにうにににににうにににうにににににうにに13

Point７

めめいめめめいめめめめいめめめめいめいめめめめめいめめめめいめめ14

にれにににれにににににれににれににににれににににれにににれににれ15
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２．教材１ 行たどり（１）

Point１ 「め（ 」の連続をたどり、行たどりの練習をします。行たどりの練習ですのめ）

で、ここでは、指を縦に動かさず、そのまま横に動かし、行替えのコツを学びま

す。

Point２ 行頭に左人差し指を少し立てて自分の身体に垂直に置くように指導します。ま

た、点字を読む指の位置で行をたどるように、指先だけでなく、腕全体で追いか

け、いつも同じ場所で平行を保って触るように指導します。

Point３ 行頭への戻り方には、

パターン１：行末から、そのまま同じ行を同じ位置でたどりながら戻り、行頭を過

ぎて（点を触れない所で）止まり、少し戻って行頭を確認して次行に

移るパターン。

パターン２：行末で少し指先を下げて、下段（３，６）を触れながら行間を戻り、

行頭を過ぎて（点を触れない所で）止まり、少し戻って行頭を確認し

て次行に移るパターン。

パターン３：行末で少し指先を下げて、下段（３，６）を触れながら行間を戻り、

３分の２ぐらい戻ったあたりで、下行の上段を確認して行頭まで戻る

パターン （慣れてくれば、この方が行移しは速い ）。 。

など、いくつかのパターンがあります。それぞれのパターンを試してみて、本人の

やりやすい方法を選ぶようにします。ただし、行末からすぐ下行に下りる方法は、

、（ ） 。不適切であることを理由を説明し 行末は不揃いであること 確認しておきます

行をたどっていく時と戻る時とでは、どちらかというと戻る時の方が難しいので、

気を抜かないように注意させます。

Point４ 頁の中程まで練習が進んだ時、触っている左手をわざと放してもらうようにし

ます。これは、元の場所に戻ることが難しいことを理解してもらうために行いま

す。そして、そういったことを避ける方法として、読む行の行頭で、左人差し指

に右人差し指を添えさせ、右人差し指は行末まで、さっとたどり、そこで待機さ

せる方法を指導します。また、これは読んでいる行の確認と、点字用紙を押さえ

る役目と２つの意味があることを確認しておきます。

Point５ また、点字の行間隔について口頭で説明をしておきます （片面書き、インター。

ライン、インターポイントの違い等 。）

Point６ また、教材には、長い行、短い行が織り交ぜられていますが、長さについての

本人の感覚を確認しておきます。

Point７ 教材１４行目は、行頭に空きがある場合を経験させるために意図的に入れてあ

ります。２行下までとばないか注意して観察しておきます。行間のだいたいの感

覚が理解されているかを判断します。

指導の実際：ＣＤ－ＲＯＭ【Ｖｉｄｅｏ３】参照
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＃２

２

ｙこ：・さい ＃１

きょー ざい １

めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ1

めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ2

めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ3

めめめめめめめめめめめ4

めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ5

めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ6

めめめめめめめめめめめめめめめめめ7

めめめめめ8

長さの違い

Point６9 めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

めめめめめめめめめめめめめめめ10

めめめめ11

めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ12

めめめめめめめめめめめ13

Point７14 めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ

めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめ15
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３．教材２ 行たどり（２）

Point１ 教材１と同様ですが、スペースの入った行たどりの練習です。ここでも、指を

縦に動かす必要はなく、横にたどらせます。スペースの入った行たどりであるこ

とを説明し、スペースの感覚に意識を集中させるよう指導します。また、スペー

スについて話をする中で、点字には「分かち書き」というルール（文法）がある

ことにも触れておくようにします。

Point２ 教材には、１マス分と複数マス分のスペースをあけている部分があります。どち

らが広いか質問してみます。また、そのスペースに「め（ 」が何個入るか質問め）

します。

、「 （ ）」 、Point３ 教材の５行目～７行目には め の間に や の記号が入っていますがめ 、 。

何か違う形に触れたことが分かれば良しとします。記号の意味については触れる

必要はありません。

Point４ 教材の１１行目は 「め（ 」の字が、１マス、２マス、３マスと順に増え、 ）め

ています。この行を使って、１文字ずつ追いかけ、１マスの感覚を鍛える練習が

できます。

しかし、ここで必ずしも練習しなくてもよいと思われます。文字練習に入った

あとで、家での練習用として利用してもよいでしょう。

指導の実際：ＣＤ－ＲＯＭ【Ｖｉｄｅｏ４】参照
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＃う

３

ｙこ：・さい ＃２

きょー ざい ２

めめめめめめめめめめめ めめめめめめめめめめめめめめ めめめめ1

Point２

めめめめめ めめめめめめめめめめめめめめめ めめめめめめめめめ2

めめめ めめめめ めめ めめめめ めめめ めめめめめめ めめ3

めめめめめ めめめめめ めめめめ めめめめめめめめ めめめめめ4

めめめめめ、 めめめ めめ めめめめ めめめめめめめめ。 めめ5

Point３6 めめめめめ めめめめめめ めめめめ めめめめ めめめめめ、 めめ

めめめめめ めめめめめ。 めめめめめ めめめめ めめめめめ め7

めめ めめめ めめめめ めめめめめ めめめめ めめめ8

めめめめめ めめめ めめめめ めめめめ めめめめめ めめめ9

めめめめ めめめめめめ めめめ めめめめ めめめめ めめめ10

Point４11 め めめ めめめ めめめめ めめめめめ めめめめめ めめめめめめ

めめめめめめめ めめめめめめ めめめめめ めめめめ めめめ めめ12

13

14

15



- 16 -

４．教材３ 点たどり

Point１ 垂直水平運動の準備としての点たどり教材です。文字通り点をたどらせます。

Point２ 第１行目の上段を触ってきて、途切れる所で 「下におりて、おりたら右に」と、

声をかけ、同様に下段を触ってきて途切れた所で 「上にあがって、あがったら右、

に」と３段分の垂直な上下動と平行運動を意識させる。

Point３ 点をたどった時の軌跡がどんな形になったか、机の上に右手で書いてもらい、

考えさせてみることも大切です。

Point４ ５行目の「下、横、上、横、下、横…」の動きがなめらかにできるように練習

します。１行目から５行目は繰り返し練習するのが良く、家での練習教材として

利用させます。

Point５ ６行目以降は が入った練習教材です。aら お

Point６ 最下行は、垂直水平運動をさせながら 「め（ 」の字がいくつあるかを数え、 ）め

ます。

指導の実際：ＣＤ－ＲＯＭ【Ｖｉｄｅｏ５】参照
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＃４

４

ｙこ：・さい ＃う

きょー ざい ３

Point２1 うううううひ＿＿＿＿＿ねうううううひ＿＿＿＿＿ねうううううひ＿＿

うううひ＿＿＿ねうううひ＿＿＿ねうううひ＿＿＿ねうううひ＿＿＿ね2

ううひ＿＿ねううひ＿＿ねううひ＿＿ねううひ＿＿ねううひ＿＿ねうう3

うひ＿ねうひ＿ねうひ＿ねうひ＿ねうひ＿ねうひ＿ねうひ＿ねうひ＿ね4

Point４5 ひねひねひねひねひねひねひねひねひねひねひねひねひねひねひねひね

うううううら＿＿＿＿＿おうううううら＿＿＿＿＿おうううううら＿＿6

うううら＿＿＿おうううら＿＿＿おうううら＿＿＿おうううら＿＿＿お7

Point５

ううら＿＿おううら＿＿おううら＿＿おううら＿＿おううら＿＿おうう8

うら＿おうら＿おうら＿おうら＿おうら＿おうら＿おうら＿おうら＿お9

Point６10 めめめめめ

11

12

13

14

15
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５．教材４「め」

ここから文字の練習。最初の字は「め（ 。め）」

Point１ 触ってどんな形（８パターンのどれか→ステップ１のPoint1）かを確認させま

す ６点 横棒３段など表現は その人なりに様々で良いでしょう 縦棒２列 左。 、 、 。 （

と右）の理解よりも、指の中央に全体が入るようにして、上から１段、２段、３

段の理解の方が分かり易いです。

Point２ 空きスペースも意識しながら 「め、スペース、め、スペース、め、スペース、、

スペース、め、スペース、め、め、…」というように声に出して読みます。

６．教材５「う」

Point３ 教材４の３行目行頭から、そのまま下に降りて「め」の字を確認させます。そ

して、次の新しい字は、どんな形かを質問します。

Point４ 横棒が上段か中断か下段かわかりにくかったら、め□う□め□□うめ□の、う

めの所で判断してもらうようにします 「上の段の横棒 う」と確認します。。

Point５ 「うめ 「ウメ 「梅 「ｕｍｅ」の書き方が、点字がなではこのようになること」 」 」

を確認します。

Point６ 読ませ方は、教材４の時と同様に「め、スペース、う、スペース、め、スペー

ス、スペース、う、め・・・ 」というように声に出して読みます。。

７．教材６「れ」

Point７ 教材５の３行目行頭から、そのまま下におりて「め」の字を確認させます。そ

して、次の新しい字は、どんな形かを質問します。以下、教材７～１１まで同様

の手順です。読ませ方も同様ですが、スペースを音読させるかどうかは、教材７

あたりを一つの目安として考えます。スペースの意識や感覚が定着できているよ

うであれば、スペースの音読は止め、文字のみを音読させるようにします。

Point８ 「れ（ 」の形が、大きい丸、四角、４点、横棒２段、たんぼの田の字など、れ）

様々に表現されますが、本人が表現した、その形が 「レモンのれ」と認識してい、

きます。

Point９ ２行目で「うれめ」と１段ずつ段が増えているのを確認していきます。

指導の実際：ＣＤ－ＲＯＭ【Ｖｉｄｅｏ６】参照
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＃５

５

ｙこ：・さい ＃４ ＿め＿

きょー ざい ４ ＿め＿

め め め め めめ め めめ めめ め めめ めめ め め1

め め め め めめ め めめ めめ め めめ めめ め め

め めめ めめ め めめめ め めめ め め めめめ めめ め2

め めめ めめ め めめめ め めめ め め めめめ めめ め

めめめ めめめめ めめめめめ めめ め めめめ めめ め めめめ3

めめめ めめめめ めめめめめ めめ め めめめ めめ め めめめ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Point３

ｙこ：・さい ＃５ ＿う＿

きょー ざい ５ ＿う＿

Point４1 め う め うめ うう めう うめ うめう めうめ

め う め うめ うう めう うめ うめう めうめ

うめ めめう ううめ めうう ううう うめ うめ2

うめ めめう ううめ めうう ううう うめ うめ

めう うめう めう うめ めうめ うめ うめう3

めう うめう めう うめ めうめ うめ うめう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

Point７

ｙこ：・さい ＃６ ＿７＿

きょー ざい ６ ＿れ＿

め れ め うれ れれ れめ めれ うれ れめ1

め れ め うれ れれ れめ めれ うれ れめ

Point９2 うれめ めれめ うれう れうれ れめれ うれ れう

うれめ めれめ うれう れうれ れめれ うれ れう

めれう れめ れう うれ めれ れれ め れ め3

めれう れめ れう うれ めれ れれ め れ め
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８．教材７「ふ」

Point１ 間のあいた横棒２段、上の段と下の段を確認させます。

Point２ ｢真ん中の棒のぬけたのは『ふ 『ふ』ぬけ」と覚えると面白いでしょう。』、

９．教材８「に」

Point３ 長い縦棒であることはすぐわかりますが、この縦棒が左の列か右の列かの感覚

が大切です 「め」と「め」の間にある縦棒の前後の間隔を確認させます。。

Point４ 左側の長い縦棒は「虹の『に 」というように覚えます （一例です ）』 。 。

「 」 「 」 。 （ ）Point５ ２行目の と の間隔の違いに注意を向けさせます めににめ めに めに

（ ） 、 （ ） 。は め と勘違いしたり めめ と勘違いしやすいので注意が必要ですめ めめ

１０．教材９「あ」

Point６ 左上の点一つ「あ 。」

Point７ 今まで学習してきた文字と｢あ」の文字との組み合わせは、例示する言葉として

意味のある言葉が作りやすいので、その意味をつかみながら発音させるようにし

ます。

指導の実際：ＣＤ－ＲＯＭ【Ｖｉｄｅｏ７】参照
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＃６
６

ｙこ：・さい ＃７ ＿ふ＿

きょー ざい ７ ＿ふ＿

Point１1 め ふ め ふれ ふふ ふめ うふふ れふ めふ

め ふ め ふれ ふふ ふめ うふふ れふ めふ

ふうふ ふれ ふめ ふうう うれふ れふめ めれふ2

ふうふ ふれ ふめ ふうう うれふ れふめ めれふ

うれめふ ふれふれ ふめふめ うふふふ め ふ め3

うれめふ ふれふれ ふめふめ うふふふ め ふ め

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ｙこ：・さい ＃８ ＿に＿

きょー ざい ８ ＿に＿

Point３1 め に め うに にれ ふに うめに にれ ににに

め に め うに にれ ふに うめに にれ ににに

Point５2 にめ めに うに にれ にふ れふに うにに

にめ めに うに にれ にふ れふに うにに

にれに ふうふに にめれ ににめ にめう め に め3

にれに ふうふに にめれ ににめ にめう め に め

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ｙこ：・さい ＃９ ＿あ＿

きょー ざい ９ ＿あ＿

め あ め あめ あう あに あれ にあう うあ1

め あ め あめ あう あに あれ にあう うあ

あめに あう あれ あに れあ めあ ふあ あれあ2

あめに あう あれ あに れあ めあ ふあ あれあ

ああれ あふあふ あめあめ あれあれ め あ め3

ああれ あふあふ あめあめ あれあれ め あ め
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１１．教材１０「い」

Point１ 左側縦２点 「い 。、 」

Point２ ２行目の「いれい 「うれい」の語尾の「い」の字が読みにくいので注意が必」、

要です。左側１列の字に対しての指の送りを確実にするよう指導します。

Point３ ３行目の行頭で 「あいに」と点が１点ずつ増える形を確認させます。、

１２．教材１１「な」

Point４ 左側２点、上の点と下の点。真ん中の点のない字「な 。」

評 価

Point５ ステップ１の最後に、ここで学習した「うれめふ あいにな」の触知覚の評価

と、形と名前の記憶力の評価をします。また 「めめめめ めめめめ」のところで、

「め」を数えさせ、一文字の感覚の評価をします。

、 、 、 。 、 、Point６ また 同時に 指の位置 指の動きもチェックします 指先だけでなく 手首

腕、座り方など全体の姿勢も確認することが大切です。

指導の実際：ＣＤ－ＲＯＭ【Ｖｉｄｅｏ８】参照
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＃７

７

ｙこ：・さい ＃１０ ＿い＿

きょー ざい １０ ＿い＿

め い め あい うい めい ふい いう いに1

め い め あい うい めい ふい いう いに

Point２2 いれい うれい いいに ふいに いふ にいに れいに

いれい うれい いいに ふいに いふ にいに れいに

Point３3 あいに ふいに ふめい いいあい いいめ め い め

あいに ふいに ふめい いいあい いいめ め い め

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

ｙこ：・さい ＃１１ ＿な＿

きょー ざい １１ ＿な＿

め な め あな なに ない なれ いな なあれ1

め な め あな なに ない なれ いな なあれ

ふなれ ないふ あいなめ ななめ なれない いないな2

ふなれ ないふ あいなめ ななめ なれない いないな

なあなあ ないない なになに ふなふな め な め3

なあなあ ないない なになに ふなふな め な め

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

うれめふ あいにな

うれめふ あいにな

めめめめ めめめめ

めめめめ めめめめ
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【ステップ２】

１．教材１２「 （うれめふ） （あいにな 」の復習うれめふ あいにな ）

Point１ ８文字を使った短い文章や単語を読む教材です。単語については、先に「次は

○文字」とヒントを出しても良いでしょう。

Point２ 指おくりと文字の定着を評価します。

Point３ 文字間に混同があるようであれば もう１度練習します う・れ・め・ふ あ、 。「 」「

・い・に・な」を繰り返し声に出して覚えるとともに、握りこぶしを作って机の上

に点の配列を再生しながら確認します。また、時間のある時に、膝の上や、空中に

配列を再生して練習するように伝えます。
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＃８

８

ｙこ：・さい ＃１２

きょー ざい １２

う れ め ふ あ い に な1

う れ め ふ あ い に な

あれ なあに うめ2

あれ なあに うめ

あめに あう3

あめに あう

あにに いう4

あにに いう

あめ あめ ふれ ふれ5

あめ あめ ふれ ふれ

うれい ふめい あにめ6

うれい ふめい あにめ

ふれあい ふにあい なれあい あいいれない7

ふれあい ふにあい なれあい あいいれない

いな ふな あいなめ うに8

いな ふな あいなめ うに

いれいな めいれい9

いれいな めいれい

いいあう あにに めい10

いいあう あにに めい

11

12

13

14

15
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教材及び指導上の注意事項

『指導を始める前に』と重なる部分もありますが、ここでもう一度、教材及び指導上の注意

事項について記します。

●今までは比較的簡単で、これからが難しくなります。飽きないように、嫌にならないよう

に、また、挑戦の気持ちを萎えさせないように、工夫していきます。指導者の集中力が解ける

と学習者も集中力がそがれ、読めなくなってしまうものです。点字の練習は集中力が大切にな

ります。はじめは疲れてしまい、集中力が持続しませんが、少しずつ長くして慣れさせていき

ましょう。

●教材は、

① １行目に前回までに練習した文字の案内

② ２行目に新しく練習する文字の紹介

となっています。新出文字は、まず、 「め」と 「め」の間に挿んで紹介し、ついで、縦棒め め

「 」 。 、 。に に との比較で紹介します そして その後に５回ほど出てくるように作成してあります

「 」 、 。「 」 「 」め の字で自分の指の向き等を確認し 新出文字の点の集合を考えさせます め と め

の間でわかりにくい時は 「に」の所で比較させます。そして、その後、新出文字の点の集ま、

りを頭に描きながら触って、形と名前を結びつけさせます。

●３行目からは単語練習になっていますが、最初は２文字の言葉（前か後ろに新出文字が入

る 。ついで、３文字の言葉というように作られています。３文字の言葉で真ん中の字が読み）

にくい時は、後ろの文字を先に読んで２文字目を予測するよう促します。予測こそが中途失明

者の点字読み速度の向上につながっていきます。単語練習の後は単文の構成になっています。

●必ずしも全ての練習が必要という訳ではありません。文字練習は適宜にして、単文練習を

主に考えても良いでしょう。文字の練習を主にすると、字を読むために点を拾うことばかりが

先だってしまい、１字が読めないと先に進めないという読みになってしまいます。日本語の文

章を読むという前提に立てば、点がはっきりわからなくても字として認識し、１字が読めなく

ても３文字の言葉として理解して文章を読むことはできます。今までの読書経験を総動員して



- 27 -

指だけでなく頭でも読むという読み方を勧めます。

●点の集合の認識は、まず、上段は点か横棒かを判断し、２段目におりて点か棒か、３段目

は点か棒かというように３段階で考えます。３段目までいったら上段に戻り、わからなければ

もう１度、上から下に確認し、下から上に戻って１文字分右横にスライドさせます。この１文

。 、 、字分が難しいので指導者によるフィードバックが必要です また この横へのスライドの時に

指が斜めになっていると２字目から１字目に引いたり、１字目から２字目に引いたりしてしま

いますので、自分の身体に垂直になるように注意させます。

●連続文字は読みにくいから「一マス空けで練習」というのは意味をなしません 「点字は。

凸の点を触って読むもの」という意識を誰もが持っていますが、実は 「点と点の隙間」こそ、

、 。 （ ） （ ）が大事であり 隙間を読むのが点の集合の認識に大きな手がかりとなります う と めう め

の間の隙間は感じませんが、 （あ）と （め）の間の隙間は感じます。学習者に点の位置をあ め

言っては練習になりません。この隙間の有無を手がかりにして点の集合を認識するよう指導し

ます。

●新出文字の認識は、今まで出てきた文字との違いで確認します。そのためには、出てきた

順番、その形をしっかり記憶させるように注意します。不確かだと文字の混同につながり、う

まく読めず、指は余分の動きをしてますますわからなくなるといった状況を生み出すことにな

ってしまいます。

●点字の読み指導は、一人一人の指の動きを見て、指導者が的確なフィードバックを繰り返

すことです。指がうまく点を触り、うまく動いた時、点字は読めるものです。つまり、指の中

央に点を入れて、真っ直ぐにひいて、きちんと横に動いてという垂直水平運動の繰り返しであ

り、この垂直水平運動を見ることが指導であると考えています。

●ここから先は、１ページに２つの新出文字が出てくる２文字教材が掲載されています。１

ページに１つの新出文字が出てくる１文字教材もあり、教材資料としてフロッピーに入れてあ

りますので、時間に余裕があり、じっくり取り組みたい場合や、自習教材（宿題）として活用

すると良いでしょう。
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３．教材１３「た」

Point１ 長い縦棒「に」の字の真ん中の点が右に飛び出し、左、右、左と右向きの動き

のある字として紹介します。

４．教材１３「き」

Point２ 長い縦棒「に」の字の下の点が右に飛び出し、左、左、右下という動きとして

紹介します。

指導の実際：ＣＤ－ＲＯＭ【Ｖｉｄｅｏ９】参照
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＃９

９

ｙこ：・さい ＃１３ ＿た き＿

きょー ざい １３ ＿た き＿

う れ め ふ あ い に な1

う れ め ふ あ い に な

め た め にた た た た た た2

め た め にた た た た た た

たい ふた たに たな あなた うれた あたい3

たい ふた たに たな あなた うれた あたい

いたい めに あう4

いたい めに あう

あな あいた ふた5

あな あいた ふた

たたいた あなた6

たたいた あなた

あいに ないた あなた7

あいに ないた あなた

うた うたいたい8

うた うたいたい

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

め き め にき き き き き き10

め き め にき き き き き き

きれ きめ たき きふ いき きれい いきいき11

きれ きめ たき きふ いき きれい いきいき

ためいき うれい なきたい あき12

ためいき うれい なきたい あき

きめた きめた あなたに きめた13

きめた きめた あなたに きめた

きれいな あなたに あいに きた14

きれいな あなたに あいに きた

あなたに ききたい15

あなたに ききたい

あきれた あなたに あきあき16

あきれた あなたに あきあき
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５．教材１４「す」

Point１ 右側優先の文字で、右列に３点がそろっていて刺激が強いため、左上の点が読

みにくく、次の文字と重ねたくなるので注意がいります。前の字から横に動いた

時、上段が横棒であることをきちんと把握してから読むように指導します。

６．教材１４「り」

、「 」 。 、Point２ 上２段のみで れ と比べて右上が欠けている不安定な文字です 同じ左２点

右１点でも「き」とは明らかに違います。
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＃１０

１０

ｙこ：・さい ＃１４ ＿す り＿

きょー ざい １４ ＿す り＿

う れ め ふ あ い に な た き1

う れ め ふ あ い に な た き

め す め にす す す す す す2

め す め にす す す す す す

すい すう めす たす すき きす にす3

すい すう めす たす すき きす にす

あいす ないす すいす たすき すすき すたすた4

あいす ないす すいす たすき すすき すたすた

すいすに いきたい5

すいすに いきたい

すなに うめた ないふ6

すなに うめた ないふ

すきな うた すたれた うた7

すきな うた すたれた うた

すすめ すすめ きたに すすめ8

すすめ すすめ きたに すすめ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

め り め にり り り り り り10

め り め にり り り り り り

あり きり ふり いり なり うり りす11

あり きり ふり いり なり うり りす

すいり きりふき いいなり あめふり12

すいり きりふき いいなり あめふり

すりに あう13

すりに あう

いきなり ないた14

いきなり ないた

ないた ないた すすりなきに ないた15

ないた ないた すすりなきに ないた

きに あな あり あなに りす16

きに あな あり あなに りす
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【ステップ３】

１．教材１５「さ」

Point１ 長い縦棒「に」の字の下２点が右に飛び出し、左、右、右と右に傾いて下にお

りる形 「に 「た 「き 「さ」は単独の形としては特徴的であるが、点字は触り。 」 」 」

方によっては「た」も「き」も「さ」も同じになってしまいます。指導者がこの

ことを意識して、触り方を良く見ることが大切です。

２．教材１５「け」

Point２ 複雑な形でなかなかわかりにくいです 「上の方はごちゃごちゃしているが、。

右下に一つ点が離れてある」という感じで、右下の点に特徴があります。
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＃１１

１１

ｙこ：・さい ＃１５ ＿さ け＿

きょー ざい １５ ＿さ け＿

う れ め ふ あ い に な た き す り1

う れ め ふ あ い に な た き す り

め さ め にさ さ さ さ さ さ2

め さ め にさ さ さ さ さ さ

あさ うさ ふさ さき いいさ なにさ3

あさ うさ ふさ さき いいさ なにさ

あさり さいふ たさい ささい きりさめ4

あさり さいふ たさい ささい きりさめ

あめに さいた あいりす5

あめに さいた あいりす

あい さめた ふたり6

あい さめた ふたり

たさいな あなた7

たさいな あなた

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8

め け め にけ け け け け け9

め け め にけ け け け け け

いけ ふけ けさ たけ けた さけ けり10

いけ ふけ けさ たけ けた さけ けり

けいき さすけ なさけ たたけ いけす11

けいき さすけ なさけ たたけ いけす

さけに ないた あなた12

さけに ないた あなた

あきに なり りす ふさふさな けに なり13

あきに なり りす ふさふさな けに なり

うけない うた なさけない14

うけない うた なさけない

いけすに たい うに きす あいなめ15

いけすに たい うに きす あいなめ

16
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３．教材１６「え」

Point１ 縦２点「い 、横棒「う」を重ねた形として紹介 「れ」と比べて右下が欠けて」 。

います。教材７行目「えきえ」の所で、仮名遣いの違いの説明をします。

４．教材１６「み」

Point２ たくさん点があります 「め」と比べて１点たりないことに着目させます 「右。 。

上の点のないのは『み 」と覚えます。』
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＃１２

１２

ｙこ：・さい ＃１６ ＿え み＿

きょー ざい １６ ＿え み＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け

め え め にえ え え え え え2

め え め にえ え え え え え

いえ ええ えさ さえ えき えり ふえ3

いえ ええ えさ さえ えき えり ふえ

いえき えれき さなえ きりえ すりえ4

いえき えれき さなえ きりえ すりえ

うえた あいりす きれいに さいた5

うえた あいりす きれいに さいた

さえた あなたに さえない あなた6

さえた あなたに さえない あなた

Point１7 あなたに あいに えきえ きた

あなたに あいに えきえ きた

ふえさえ ふけない8

ふえさえ ふけない

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

め み め にみ み み み み み10

め み め にみ み み み み み

あみ いみ うみ なみ みめ ふみ たみ 」11 」

あみ いみ うみ なみ みめ ふみ たみ

みさき みなみ たたみ きりみ ふみえ すみれ12

みさき みなみ たたみ きりみ ふみえ すみれ

きれいな うみに いきたい13

きれいな うみに いきたい

いみ ふめいな ふみ14

いみ ふめいな ふみ

みさきに いき うみなり きいた15

みさきに いき うみなり きいた

みみに きき めに み あいに ふれ16

みみに きき めに み あいに ふれ
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【ステップ４】

１．教材１７「は」

Point１ わかりやすい形です。上が点、下が棒 「ふ」と比べて右上の点がないことに着。

目させます。

２．教材１７「こ」

Point２ ここで初めて右から始まる字が登場します。初心者は点字を読む時、点のある

所で読もうとする傾向が強いので、右から始まる字は次の字と重ねて触ってしま

いやすいのです。

ここまで、上段だけに注目し文字のつながりを見てみると、

左、左（ ）左、横棒（ ）横棒、左（ ）でしたが、ああ あう うあ

右から始まる字が加わると、

左、右（ ）横棒、右（ ）右、左（ ）右、横棒（ ）あｙ うｙ ｙあ ｙう

と変化が多くなります。

左、左（ ）の場合と左、右（ ）の隙間の広さの違い、右、左（ ）がああ あｙ ｙあ

横棒にならないことなど注意を要します。点のあるところでよむのでなく、隙間を

読むことの大事さを指導者も学習者も理解する必要があります。

Point３ 「た」と逆の右、左、右の向き。ひらがなの「く」の形。この後、しばらく右

から始まる字はでてこないので、右から始まる字は「こ」と覚えます。
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＃１３

１３

ｙこ：・さい ＃１７ ＿は こ＿

きょー ざい １７ ＿は こ＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

め は め には は は は は は2

め は め には は は は は は

はな はけ はえ はう はは はた はす3

はな はけ はえ はう はは はた はす

はたき はたけ はりえ はさみ みえはり4

はたき はたけ はりえ はさみ みえはり

ははに あいに いきたい5

ははに あいに いきたい

なす きうり はたけに いきいき6

なす きうり はたけに いきいき

きりえに はさみ7

きりえに はさみ

きれいな は いい は8

きれいな は いい は

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

め こ め眼にこ こ こ こ こ こ10

め こ め にこ こ こ こ こ こ

こい こな これ こめ たこ こき ここ11

こい こな これ こめ たこ こき ここ

こうた こりす けいこ ここあ いたこ きなこ12

こうた こりす けいこ ここあ いたこ きなこ

あめふりに きれいな こけ13

あめふりに きれいな こけ

きみ ここに こい14

きみ ここに こい

すきな あいす ここあ15

すきな あいす ここあ

きいた こえ きれいな こえ16

きいた こえ きれいな こえ



- 38 -

３．教材１８「ら」

Point１ ２点が左から右に傾いていますので、指が傾いていたり、用紙が傾いていると

「い」になってしまいます。用紙をまっすぐに置いて、まっすぐ触るように指導

します。

４．教材１８「ち」

Point２ 「に」に右の真ん中の点がついた 「り」の左下に点が加わった形ですが、右向、

きの三角形が座っているようで形がとりにくい字です。難しい字の一つです。
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＃１４

１４

ｙこ：・さい ＃１８ ＿ら ち＿

きょー ざい １８ ＿ら ち＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ2

は こ

め ら め にら ら ら ら ら ら3

め ら め にら ら ら ら ら ら

なら たら りら さら こら はら えら4

なら たら りら さら こら はら えら

えらい みらい けらい あられ さらり5

えらい みらい けらい あられ さらり

すきな はな きらいな はな6

すきな はな きらいな はな

らいめい きこえ さけられない あめふり7

らいめい きこえ さけられない あめふり

きらきら きらめいた みらい8

きらきら きらめいた みらい

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

め ち め にち ち ち ち ち ち10

め ち め にち ち ち ち ち ち

さち ちえ ふち みち ちち いたち11

さち ちえ ふち みち ちち いたち

はたち あいち こちこち ちらちら ちいちい12

はたち あいち こちこち ちらちら ちいちい

あいに みちたりた ふたり13

あいに みちたりた ふたり

ちいさい はちに うえた はな14

ちいさい はちに うえた はな

みちみち さいた ちいさな はな15

みちみち さいた ちいさな はな

はたちに なれた ふたりに みらい16

はたちに なれた ふたりに みらい
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【ステップ５】

１．教材１９「し」

Point１ 左、横棒、右下と左から右に流れる字です。前の文字、後ろの文字との関連で

、 、 「 」、 、 、 「 」 。左 左 右の き 左 右 右の さ の字と混同しやすいので注意が必要です

２．教材１９「く」

Point２ 上が横棒、下が点で右。比較的やさしい字です。
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＃１５

１５

ｙこ：・さい ＃１９ ＿し く＿

きょー ざい １９ ＿し く＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ ら ち2

は こ ら ち

め し め にし し し し し し3

め し め にし し し し し し

しさ しみ あし にし ふし りし しけ4

しさ しみ あし にし ふし りし しけ

さしみ けしき さいし たいし あした めいし5

さしみ けしき さいし たいし あした めいし

しけに なり なみ あらい うみ6

しけに なり なみ あらい うみ

あらしに なり めりめり みしみし7

あらしに なり めりめり みしみし

うえに なり したに なり なみに うき8

うえに なり したに なり なみに うき

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

め く め にく く く く く く10

め く め にく く く く く く

くれ くい くう くこ さくら くさり くすり11

くれ くい くう くこ さくら くさり くすり

あいにく くちなし くりたけ くれない12

あいにく くちなし くりたけ くれない

いいにくい はなしに ためいき13

いいにくい はなしに ためいき

ふくに あいた あな14

ふくに あいた あな

にあう ふく きれいな ふく15

にあう ふく きれいな ふく

なし くり きく あきに なり16

なし くり きく あきに なり
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３．教材２０「つ」

Point１ 半分近くを学習してきて、これからは左右が反対、上下が回転した文字が多く

なり、形をとるのはやさしくなると思いますが、その分、形と名前を混同しない

ようにしっかり記憶していく必要があります。

Point２ 横棒、右、左で連続するとひらがなの「つ」の形に似ている字 「け」の逆です。

、 。 。が 逆は意識しなくていいでしょう 意識すると逆文字として読んでしまいます

Point３ 練習文例に「白い杖」が出てきます。避けたくなる話題かも知れませんが 「こ、

んなことありましたか」のように口火をきって、本人および社会の障害受容に関

連して話しをしていくのは大事なことです。あらたまってするよりも、さりげな

く、こうした例文を通してできるのが良いと思います。

４．教材２０「お」

Point４ 右から始まる字。上２段。これで「あいうえお」が完成します。
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＃１６

１６

ｙこ：・さい ＃２０ ＿つ お＿

きょー ざい ２０ ＿つ お＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ ら ち し く2

は こ ら ち し く

め つ め につ つ つ つ つ つ3

め つ め につ つ つ つ つ つ

つき つり さつ つみ くつ つえ つた4

つき つり さつ つみ くつ つえ つた

つつみ つくし つみれ つなみ さつき めつき5

つつみ つくし つみれ つなみ さつき めつき

きつつき こつこつ きに あな あけた6

きつつき こつこつ きに あな あけた

つえに なさけない きに なり ないた7

つえに なさけない きに なり ないた Point３

つえに うれしい こえ きき あいに ふれ8

つえに うれしい こえ きき あいに ふれ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

め お め にお お お お お お10

め お め にお お お お お お

おに うお おり さお しお おつ おさけ11

おに うお おり さお しお おつ おさけ

おえつ おみおつけ おおつなみ おみなえし12

おえつ おみおつけ おおつなみ おみなえし

あいうえお あいうえお お13

あいうえお あいうえお お

あさ おきたら はら すいた14

あさ おきたら はら すいた

おいしい おさしみ おみおつけ15

おいしい おさしみ おみおつけ

おりおりに みつけた はなし16

おりおりに みつけた はなし
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【ステップ６】

１．教材２１「の」

Point１ 今までの学習してきた文字で例文を考える時 「○○○に」の形しかできません、

でしたが、ここで「の」を学習することによって 「○○○の○○」という文章が、

できるようになります。

２．教材２１「ろ」

。「 」 。「 」「 」「 」「 」Point２ 右から始まる上２段 れ と比べて左上が欠けています え れ り ろ

が混同しないように注意します。
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＃１７

１７

ｙこ：・さい ＃２１ ＿の ろ＿

きょー ざい ２１ ＿の ろ＿

う れ め ふ あ い な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い な た き す り さ け え み

は こ ら ち し く つ お2

は こ ら ち し く つ お

め の め にの の の の の の3

め の め にの の の の の の

のみ のし のら つの おの のり あの4

のみ のし のら つの おの のり あの

なのはな たけのこ のこのこ つちのこ くすのき5

なのはな たけのこ のこのこ つちのこ くすのき

おおきく さいた あきの きく6

おおきく さいた あきの きく

おおきな」くりの きの した7

おおきな くりの きの した

おうし のしのし おおきな つの8

おうし のしのし おおきな つの

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

め ろ め にろ ろ ろ ろ ろ ろ10

め ろ め にろ ろ ろ ろ ろ ろ

いろ ふろ きろ しろ くろ あおえ11

いろ ふろ きろ しろ くろ あおえ

ふくろ しろい くろい うろこ おろおろ12

ふくろ しろい くろい うろこ おろおろ

しろい くつ くろい くつ13

しろい くつ くろい くつ

しろい つえに たすけられ14

しろい つえに たすけられ

しろい はなの いい におい15

しろい はなの いい におい

きいろ あいいろ くろ しろ あお いろいろな いろ16

きいろ あいいろ くろ しろ あお いろいろな いろ
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３．教材２２「か」

。 、 「 」 。Point１ 左上と右下 指 紙の位置によっては な と読み間違うので注意が必要です

４．教材２２「も」

Point２ 点が沢山の文字 「め」と比べて左上が欠けています。。
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＃１８

１８

ｙこ：・さい ＃２２ ＿か も＿

きょー ざい ２２ ＿か も＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ ら ち し く つ お の ろ2

は こ ら ち し く つ お の ろ

め か め にか か か か か か3

め か め にか か か か か か

かこ から かち しか かつ かお あかい4

かこ から かち しか かつ かお あかい

かけら かたち かたき かけら かけす からす5

かけら かたち かたき かけら かけす からす

かきくけこ かきくけこ か6

かきくけこ かきくけこ か

かなしい かこに たのしい みらい7

かなしい かこに たのしい みらい

たいの おさしみ かつおの たたき8

たいの おさしみ かつおの たたき

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

め も め にも も も も も も10

め も め にも も も も も も

くも もの かも もも はも もつ もち11

くも もの かも もも はも もつ もち

かもめ けもの ふたもの ものもち しもつき12

かもめ けもの ふたもの ものもち しもつき

かなしい はなしに もらいなき13

かなしい はなしに もらいなき

すももも ももも ももの うち14

すももも ももも ももの うち

はなも あらしも ふみこえ15

はなも あらしも ふみこえ

もみの きに うつくしい あかり16

もみの きに うつくしい あかり
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【ステップ７】

１．教材２３「ま」

Point１ 左、右、下横棒の字。指の傾きによっては「た」や「さ」になってしまうので

注意が必要です。

２．教材２３「ん」

Point２ 上の段がないので、横に動いた時、点に触れなければ「ん」と判断できます。

しかし、点のある所まで動いてしまい、とばしてしまいやすいので１文字分の移

動に集中するように指導します。
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＃１９

１９

ｙこ：・さい ＃２３ ＿ま ん＿

きょー ざい ２３ ＿ま ん＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ ら ち し く つ お の ろ か も2

は こ ら ち し く つ お の ろ か も

め ま め にま ま ま ま ま ま3

め ま め にま ま ま ま ま ま

まり しま まつ まく まち まりも まくら4

まり しま まつ まく まち まりも まくら

みまい のろま はまち まりつき おまつり5

みまい のろま はまち まりつき おまつり

いなかの からす まちに いきました みた もの きいた6

いなかの からす まちに いきました みた もの きいた

もの みな おもしろい もの またまた まちに いきたく7

もの みな おもしろい もの またまた まちに いきたく

なりました8

なりました

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

め ん め にん ん ん ん ん ん10

め ん め にん ん ん ん ん ん

たん なん えん しん はん もん みかん11

たん なん えん しん はん もん みかん

にんき たんい あんない なんかい れんさい12

にんき たんい あんない なんかい れんさい

あい さんさん13

あい さんさん

ふたん おおい まいにち14

ふたん おおい まいにち

つちの したに みつけた まんもす15

つちの したに みつけた まんもす

あかい くつ はいた おんなのこ16

あかい くつ はいた おんなのこ
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３．教材２４「と」

Point１ 右から始まり、横棒、左。右から左に流れる字です。２段目が横棒であること

を確認しないと「の」になってしまうので注意が必要です。

「○○○に 「○○○の」そして 「○○○と○○」という文章が書けるようになり」 、

ます。

４．教材２４「ぬ」

Point２ 上横棒、下左点というやさしい字です。

１５行目の「アイヌに伝えられた蕗の下の神様の話 、蕗の下の神様は、コロボッ」

クル。
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＃２０

２０

ｙこ：・さい ＃２４ ＿と ぬ＿

きょー ざい ２４ ＿と ぬ＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん2

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん

め と め にと と と と と と3

め と め にと と と と と と

もと まと とし とら とこ すと とまと4

もと まと とし とら とこ すと とまと

あかい いとと しろい いとと ふとい いと5

あかい いとと しろい いとと ふとい いと

とらと らいおん きりんと しまうま6

とらと らいおん きりんと しまうま

まえの とら うしろの おおかみ7

まえの とら うしろの おおかみ

ふたつ としうえ いとしい かたに8

ふたつ としうえ いとしい かたに

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

め ぬ め にぬ ぬ ぬ ぬ ぬ ぬ10

め ぬ め にぬ ぬ ぬ ぬ ぬ ぬ

きぬ ぬし ぬまち たぬき けぬき ぬりえ11

きぬ ぬし ぬまち たぬき けぬき ぬりえ

ぬけめ あいぬ ぬいもの きぬいと こぬかあめ12

ぬけめ あいぬ ぬいもの きぬいと こぬかあめ

ぬきあし さしあし あきすの あしあと13

ぬきあし さしあし あきすの あしあと

あさい ぬまと ふかい ぬま14

あさい ぬまと ふかい ぬま

あいぬに つたえられた ふきの したの かみさまの はなし15

あいぬに つたえられた ふきの したの かみさまの はなし

ぬけた おすたぬきと ぬけめの ない めすたぬき16

ぬけた おすたぬきと ぬけめの ない めすたぬき
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【ステップ８】

１．教材２５「せ」

Point１ 「め」と比較して左下が欠ける字です。

２．教材２５「る」

Point２ 上横棒、右の上２段の字 「り、る、え、れ、ろ」の混同に注意が必要です。。
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＃２１

２１

ｙこ：・さい ＃２５ ＿せ る＿

きょー ざい ２５ ＿せ る＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ2

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ

め せ め にせ せ せ せ せ せ3

め せ め にせ せ せ せ せ せ

あせ せい せき せり みせ くせ せと4

あせ せい せき せり みせ くせ せと

いせい せまい せけん せいめい せいけい5

いせい せまい せけん せいめい せいけい

たいせつな せいめい6

たいせつな せいめい

あなたと せいはんたいの せいかく7

あなたと せいはんたいの せいかく

せかいの さいせんたんに せまります8

せかいの さいせんたんに せまります

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9

め る め にる る る る る る10

め る め にる る る る る る

ちる くる つる かる もる まる とる11

ちる くる つる かる もる まる とる

おおるり あいする つらなる ちるちる みちる12

おおるり あいする つらなる ちるちる みちる

らりるれろ らりるれろ る13

らりるれろ らりるれろ る

かれの ことなんか しる もんか14

かれの ことなんか しる もんか

はるか とおくから おもう ふるさと15

はるか とおくから おもう ふるさと

うまく かけた こに おおまる はなまる16

うまく かけた こに おおまる はなまる
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３．教材２６「ね」

Point１ 上横棒、左全部 「す」の逆向きの字。。

４．教材２６「へ」

Point２ 真ん中の右点が欠けている字。
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＃２２

２２

ｙこ：・さい ＃２６ ＿ね へ＿

きょー ざい ２６ ＿ね へ＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ2

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ

せ る3

せ る

め ね め にね ね ね ね ね ね4

め ね め にね ね ね ね ね ね

たね ねつ おね ねこ ねる はね すね5

たね ねつ おね ねこ ねる はね すね

ねえさん かねもち ねつれつ とんねる うみねこ6

ねえさん かねもち ねつれつ とんねる うみねこ

なにぬねの なにぬねの ね7

なにぬねの なにぬねの ね

ねんねん さいさい はな あいにたり8

ねんねん さいさい はな あいにたり

ねこと きつねの おはなし9

ねこと きつねの おはなし

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ｔ10

め へ め にへ へ へ へ へ へ11

め へ め にへ へ へ へ へ へ

へい へら へた へり へん へへへ12

へい へら へた へり へん へへへ

へちま へらへら へなへな へんたい ちへいせん13

へちま へらへら へなへな へんたい ちへいせん

へいの へりに へなへなの はな14

へいの へりに へなへなの はな

へまな おとこに へんな おんな15

へまな おとこに へんな おんな

へんしん したい おとめの こころ16

へんしん したい おとめの こころ
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【ステップ９】

１．教材２７「わ」

Point１ １点 「 （あ 、下がり「 （わ 。仮名づかいについて指導します。、 」 ） 」 ）あ わ

２．教材２７「ひ」

Point２ 左、左、下横棒の字。



- 57 -

＃２３

２３

ｙこ：・さい ＃２７ ＿わ ひ＿

きょー ざい ２７ ＿わ ひ＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ2

せ る ね へ

せ る ね へ3

め わ め にわ わ わ わ わ わ

め わ め にわ わ わ わ わ わ4

あわ いわ なわ きわ さわ しわ くわ

あわ いわ なわ きわ さわ しわ くわ5

われめ わいん わたし かわう ふわふわ

われめ わいん わたし かわう ふわふわ6

わたしわ りはせんえ いきます

わたしわ りはせんえ いきます7

わかい うちに きちんと しなさい

わかい うちに きちんと しなさい8

かなしみわ くもの うえ

かなしみわ くもの うえ9

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
10

め ひ め にひ ひ ひ ひ ひ ひ

め ひ め にひ ひ ひ ひ ひ ひ11

ひな ひめ ひと ひん ひし ひも ひかり

ひな ひめ ひと ひん ひし ひも ひかり12

ひらめ おひつ ひめい ひたひた ひりひり

ひらめ おひつ ひめい ひたひた ひりひり13

おひめさまの ひなまつり

おひめさまの ひなまつり14

ひかりに つつまれた あさ

ひかりに つつまれた あさ15

かなしみに ひたる ひまわ ありません

かなしみに ひたる ひまわ ありません16
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３．教材２８「を」

Point１ 「 （お）下がり「 （を 。助詞の『を』の仮名づかいは変わらない。お を」 」 ）

４．教材２８「そ」

Point２ 左真ん中、右全部 『ち』より形がつかみやすい。。

１５行目「そらの あお」は、若山牧水の「白鳥は悲しからずや空の青海の青にも

染まずただよう」より。 例文をきっかけにさまざまな話をすることも大切です。
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＃２４

２４

ｙこ：・さい ＃２８ ＿を そ＿

きょー ざい ２８ ＿を そ＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ2

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ

せ る ね へ わ ひ3

せ る ね へ わ ひ

め を め にを を を を を を4

め を め にを を を を を を

あいを きみを さおを はなを なわを5

あいを きみを さおを はなを なわを

わをん わをん を6

わをん わをん を

きを きり はたを つくり いもを うえる7

きを きり はたを つくり いもを うえる

もりを さんさく する8

もりを さんさく する

きらいな ひとをも あいする こころ9

きらいな ひとをも あいする こころ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

め そ め にそ そ そ そ そ そ11

め そ め にそ そ そ そ そ そ

そら そと きそ とそ そこ そつ そる12

そら そと きそ とそ そこ そつ そる

みそ そふと そまつ そこそこ こそこそ13

みそ そふと そまつ そこそこ こそこそ

さしすせそ さしすせそ そ14

さしすせそ さしすせそ そ

Point２15 そらの あお うみの あおにも そまらない

そらの あお うみの あおにも そまらない

そらにわ くも ちにわ あらそい16

そらにわ くも ちにわ あらそい
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【ステップ１０】

１．教材２９「ゆ」

Point１ 右、下横棒の字。

２．教材２９「て」

Point２ 右下の欠けた字。○○て□いる（いた）の『て』の後のスペースについて指導

します。
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＃２５

２５

ｙこ：・さい ＃２９ ＿ゆ て＿

きょー ざい ２９ ＿ゆ て＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ2

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ

せ る ね へ わ ひ を そ3

せ る ね へ わ ひ を そ

め ゆ め にゆ ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ4

め ゆ め にゆ ゆ ゆ ゆ ゆ ゆ

あゆ ゆき ゆう ゆみ かゆ まゆ ゆらい5

あゆ ゆき ゆう ゆみ かゆ まゆ ゆらい

ゆるせ ゆしま ゆかい ゆとり ささゆり6

ゆるせ ゆしま ゆかい ゆとり ささゆり

おゆに おもゆに おつゆに おかゆ7

おゆに おもゆに おつゆに おかゆ

ゆらゆら ゆれる ゆりの はな8

ゆらゆら ゆれる ゆりの はな

ゆかいな ふたり ゆめ みる ふたり9

ゆかいな ふたり ゆめ みる ふたり

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

め て め にて て て て て て11

め て め にて て て て て て

あて さて てら かて まて てすり てあら12

あて さて てら かて まて てすり てあら

てんと てしお てさき てあし かすてら13

てんと てしお てさき てあし かすてら

たちつてと たちつてと て14

たちつてと たちつてと て

ふたりわ ないて いた わたしわ みて いた15

ふたりわ ないて いた わたしわ みて いた

てすりを つかう あるきかた16

てすりを つかう あるきかた
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３．教材３０「よ」

Point１ 右、右、左 「の」との混同に注意が必要です。。

４．教材３０「む」

Point２ 左真ん中の点が欠けている字。

教材１５行目 「われ なきぬれて」は、石川啄木の「東海の小島の磯の白砂に、

われ泣きぬれて蟹とたわむる」より。
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＃２６

２６

ｙこ：・さい ＃３０ ＿よ む＿

きょー ざい ３０ ＿よ む＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ2

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ

せ る ね へ わ ひ を そ ゆ て3

せ る ね へ わ ひ を そ ゆ て

め よ め によ よ よ よ よ よ4

め よ め によ よ よ よ よ よ

よい よめ よく よき より よこ よち5

よい よめ よく よき より よこ よち

よみ よけい よたか よたよた よしきり6

よみ よけい よたか よたよた よしきり

よこく なしの もちもの けんさ7

よこく なしの もちもの けんさ

たよりの ないのわ よい たより8

たよりの ないのわ よい たより

ゆきの よるわ しんしん ひえる9

ゆきの よるわ しんしん ひえる

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

め む め にむ む む む む む11

め む め にむ む む む む む

はむ むね むち むし むら むれ かむ12

はむ むね むち むし むら むれ かむ

たたむ むきみ むかし むせる むらさき13

たたむ むきみ むかし むせる むらさき

まみむめも まみむめも む14

まみむめも まみむめも む

Point２15 われ なきぬれて かにと たわむる

われ なきぬれて かにと たわむる

むすこよ むきに なるな むすめよ むりを するな16

むすこよ むきに なるな むすめよ むりを するな
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【ステップ１１】

１．教材３１「ほ」

Point１ 右、左、下横棒。右から始まる字は 「おこそとのほもろゆよ」、

２．教材３１「や」

Point２ 右上から左下への大きい斜め。右上の点の確実な把握に注意が必要です。
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＃２７

２７

ｙこ：・さい ＃３１ ＿ほ や＿

きょー ざい ３１ ＿ほ や＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ2

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ

せ る ね へ わ ひ を そ ゆ て よ む3

せ る ね へ わ ひ を そ ゆ て よ む

め ほ め にほ ほ ほ ほ ほ ほ4

め ほ め にほ ほ ほ ほ ほ ほ

ほし ほお ほね ほろ ほり ほこら ほそい5

ほし ほお ほね ほろ ほり ほこら ほそい

ほめる ほのお ほねみ ほくろ ほとほと6

ほめる ほのお ほねみ ほくろ ほとほと

はひふへほ はひふへほ ほ7

はひふへほ はひふへほ ほ

ほたる こいこい ほたる こい8

ほたる こいこい ほたる こい

ほこらに ちいさな ほとけさま9

ほこらに ちいさな ほとけさま

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

め や め にや や や や や や11

め や め にや や や や や や

いや あや なや やや やけ やみ やり12

いや あや なや やや やけ やみ やり

かや あやめ やたい やしろ やおや かやく13

かや あやめ やたい やしろ やおや かやく

やゆよ やゆよ や14

やゆよ やゆよ や

よい やりかた わるい やりかた いろいろな やりかた15

よい やりかた わるい やりかた いろいろな やりかた

やねより たかい こいの むれ16

やねより たかい こいの むれ
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３．教材３２「っ」

Point１ 促音、小さい「っ 。左の真ん中の点。」

４．教材３２「長音」

Point２ 長音、真ん中の横棒。長音の説明をします。
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＃２８

２８

ｙこ：・さい ＃３２ ＿っ ：＿

きょー ざい ３２ ＿っ ー＿

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み1

う れ め ふ あ い に な た き す り さ け え み

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ2

は こ ら ち し く つ お の ろ か も ま ん と ぬ

せ る ね へ わ ひ を そ ゆ て よ む ほ や3

せ る ね へ わ ひ を そ ゆ て よ む ほ や

め っ め にっ っ っ っ っ っ4

め っ め にっ っ っ っ っ っ

いき いっき まて まって ねこ ねっこ5

いき いっき まて まって ねこ ねっこ

まちえ いって きってを かって きて くれ6

まちえ いって きってを かって きて くれ

いっしん ふらんに やりなさい7

いっしん ふらんに やりなさい

とっくんに より うまく なった8

とっくんに より うまく なった

おもいやりと かっきの ある まちを つくる9

おもいやりと かっきの ある まちを つくる

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10

め ： め に： ： ： ： ： ：11

め ー め にー ー ー ー ー ー

こら こ：ら たら た：ら から か：ら12

こら こーら たら たーら から かーら

こ：ひ： せ：た： ふ：と： ひこ：き と：ふ13

こーひー せーたー ふーとー ひこーき とーふ

きの： わたしわ こーえんえ さんさくに いった14

きのー わたしわ こーえんえ さんさくに いった

おちちを すう かわいい こ15

おちちを すう かわいい こ

こ： いう ふ：に やると うまく いくと おもう16

こー いう ふーに やると うまく いくと おもう
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【ステップ１２】

教材３３「読み方」

清音だけの文章で、良く知られている「うらしまたろう」の話を読みます。話を思い出しな

がら推測をしながら読むよう指導します。句点の紹介も併せてします。



- 69 -

＃２９

２９

ｙこ：・さい ＃３３

きょー ざい ３３

うらしま たろ：

うらしま たろー

むかし むかし うらしま たろ：わ むらの こたちに

むかし むかし うらしま たろーわ むらの こたちに

わるさを されて いた かわいそーな かめを たすけて

わるさを されて いた かわいそーな かめを たすけて

やりました。 かめわ うれしくて うれしくて たすけられた

やりました。 かめわ うれしくて うれしくて たすけられた

おれいに うらしま たろーを ふかい ふかい うみの そこの

おれいに うらしま たろーを ふかい ふかい うみの そこの

おとひめさまの おしろに あんない しました。

おとひめさまの おしろに あんない しました。

おとひめさまの おしろわ あおい うみの そこに しろく

おとひめさまの おしろわ あおい うみの そこに しろく

ひかり えにも かけないよ：な うつくしさ。 うらしま

ひかり えにも かけないよーな うつくしさ。 うらしま

たろ：わ その うつくしさに めを みはって しまいました。

たろーわ その うつくしさに めを みはって しまいました。

それから うらしま たろ：わ おとひめさまから かめを

それから うらしま たろーわ おとひめさまから かめを

たすけた おれいに たくさんの おいしい ものや たのしい

たすけた おれいに たくさんの おいしい ものや たのしい

ことの おもてなしを うけました。 うらしま たろ：わ とても

ことの おもてなしを うけました。 うらしま たろーわ とても

たのしくて うれしくて つきひの たつのも わすれて いました。

たのしくて うれしくて つきひの たつのも わすれて いました。

しかし ある ひ うらしま たろ：わ なつかしい はまの

しかし ある ひ うらしま たろーわ なつかしい はまの

いえを おもい かえりたく なりました。 おとひめさまに

いえを おもい かえりたく なりました。 おとひめさまに

おはなしを して いとまを こい はまに かえる ことに

おはなしを して いとまを こい はまに かえる ことに

なりました。

なりました。
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はまに かえった うらしま たろ：わ ゆめかと

はまに かえった うらしま たろーわ ゆめかと

おもいました。 みる けしきも いきかう かおも あの ころと

おもいました。 みる けしきも いきかう かおも あの ころと

ことなり しって いる ひとわ ひとりも いません。 うらしま

ことなり しって いる ひとわ ひとりも いません。 うらしま

たろ：わ いま みる けしきわ ゆめか うつつかと かなしく

たろーわ いま みる けしきわ ゆめか うつつかと かなしく

おもい おとひめさまの おしろを おもいおこしました。

おもい おとひめさまの おしろを おもいおこしました。

おとひめさまからわ たからの はこを もらって いました。

おとひめさまからわ たからの はこを もらって いました。

その たからの はこわ けっして あけてわ いけないと

その たからの はこわ けっして あけてわ いけないと

おとひめさまから いわれて いました。 しかし うらしま

おとひめさまから いわれて いました。 しかし うらしま

たろ：わ その たからの はこを あけて みたくて あけて

たろーわ その たからの はこを あけて みたくて あけて

みたくて たまらなく なりました。 と：と： こらえきれなく

みたくて たまらなく なりました。 とーとー こらえきれなく

なって あけて しまいました。

なって あけて しまいました。

すると うらしま たろ：わ はこの なかからの しろい

すると うらしま たろーわ はこの なかからの しろい

けむりに つつまれて あっと いう まに はくはつの おきなに

けむりに つつまれて あっと いう まに はくはつの おきなに

なって しまいました。 いくとしつきを としを とる こと

なって しまいました。 いくとしつきを としを とる こと

なく くらした おとひめさまの おしろわ まほ：の ときの

なく くらした おとひめさまの おしろわ まほーの ときの

おしろ。 うらしま たろ：わ はまに なきふしました。

おしろ。 うらしま たろーわ はまに なきふしました。

：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：：
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以上で清音の練習が終わります。

◆濁音、拗音、数字、外国語、特殊音などは、点の弁別というより、頭での組み立てとして

練習していきます。

◆濁音、拗音の終了後は、文章読みを練習し、読み速度を早めるようにします。

◆書き方については、濁音、拗音を練習した後で説明し、点字器での筆記、タイプライター

等の紹介をします。

◆数字、アルファベット、特殊音、文章記号等は、読み方練習の中で出てきた順に説明する

とともに、読み速度が上がったところで全体説明をします。
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